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地域冷暖房の熱源設
EnergY Plant for District Heating and Cooling

近年,我が国での地域冷暖J方は,都市の再開発計画と密接に関連Lながら､着実

に発展しつつある｡地域冷暖磁の経済性ほ,基本計画時点での熱源設備方式の一選定

によってf央まる｡したがって,地域冷暖わ言の熱源設備は,広範阿な容遥制御特件,

運転管理の省力化,高い信組性などが要求される｡

本稿では,筑波研究学園都市の通商産業省工業技術院筑波研究センタⅥB,C地

区地士或冷暖房の熱源設備を例に,地域冷暖房の熱源設備の問題点とその対応につい

て述べる｡

山 緒 言

地域冷暖如は,1筒所に集められた熱源設備から広範囲の

地i或に分｢托して存在する建物に,パイプラインを過Lてi令水,

f且水,カ集気などを供給して冷暖ナノ三,給i揚などの生i苗用に他用

するシステムである｡地域冷一億fカの計画は,多縞の設備資金

の投資が必要な上に,地域社会での電力,水,か1スなどの供

給能力及び交通問題,流動八【_Ⅰなど都市計匝‖甥越も関連する

ため,官公け,公共団体あるいは上引判大手デベロッパーなど

によって実_現される場でナが多い｡したがって,地域J令咤わjシ

ステムは年間十数件という建設は望むべくもないが,都市開

発計沖‖二際しては,経済性,都市の美観,公害問題の解決な

どの観点から不可欠のシステムであl■),今後着実な発展が期

待されるシステムである｡以‾†丁,本システムの問題点と,昭

和52年3月に納入据付を三三了した筑}皮研究′了:園部市の通商産

業省工業技術院筑波研究センタmB,C地区における地域冷

【援房の熱う憤設備の対J芯例について述べ参考に供したい｡

凶 地域冷暖房の熱源設備の問題点

地士或i令暖房の熱子原設備の具備すべき条作は,J.!壬本的には一

般空調用設備となんら異なるものではない｡ただ地域冷暖b三

の場合,熱エネルギーi憤を包括した形で熱源設備の方式が選

:起され,i糞定の過程では,エネルギーコスト,設備弓乱 入件

賛,帽埋費,運転費などの積算と各種熱手原設備方式の比較ノ険

討がきめ細かく実施される｡そのため,熱手原設備の設i汁に際

しては,木本計画時′中二の試算結一果を満足する惟能,あるいは

運転管理方法を保証するための十真電な検討が必要となる｡表

1に,地士或冷暖房の各種熱源‾方式のうち,ボイラを一息熱掘と

した場合の主な冷熱手原方式を示す｡

2.1 運転の自動化

地域冷暖房の重要な経済的利点のひとつは,運転管理が集

表l 主な冷熱源方式
一般空調用設備となんら異なるものではない｡

No一 方 式

l モータ島区動ターボノ令凍機

2 蒸気タービン駆動ターボ冷凍ヰ幾(復水タービン,背圧タービン)

3 吸収式ノ令′東機(一重効用,二重効用)

4 吸収式冷凍機＋背庄タービン各区動ターボノ令凍機
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中され,末端の管理を省略できることである｡-･筒所の機械壬ミ

に,大形機器が数台並ぶケースが多く,少数の逆転管理‾名で

数fiの機械の運転管]理及び保亡こ1:管理を行なうためには,遠隔

操作で,かつ全自動運転方式であることが望まLい｡モータ

駆動ターボj令i束機の場合には,遠隔全自動方式を採用するに

当たっての技術的 は全くないが,地域冷暖房に多くJヰト､

られる(ボイラ十タⅥビン＋冷i東機)方式となると,技術的に

必ずしも碓二)工されているとはいえない｡ボイラでは,従水か

らも逆転中の自動化は一般化されているが,起動時と停止時

は柁雉な弁操作と運転管理‾者の状況判断を必安とするため,

人手に細るケ【スが多い｡地域冷暖房でも,負荷の変動が緩

慢で､一人の連転管理者が1T亡言ずつ順次起動すれば,負荷に

十分追従できる場合は1ヒ全に[】動化されてし､なくても対J心で

きるが,時間帯によって急に負荷がく変動する場合などには,

知略間のうちに数台の機寸城を起動する必要があり,起動時も

含めて自動化することが望ましい｡図1に単 一オフィ スビル

の1日の;令jカ負荷曲線の--イ叫をホす｡

2.2 低負荷遷幸云

地域冷暖房のト∽タル設備茶道は,単 一建∠物の最大負荷の

総和ではなく,建物の故大負荷の時間白勺ずれなどを考慮して,

拉大負荷の総和よりも′トさな値で計画される｡二の設備谷上土‡
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図I l日の冷房負荷曲線 単一オフィスビルの場合で,出勤時に負荷

が急増することが分かる｡
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図2 1日の冷房負荷曲線 例えば,100%=3′000RTとL,l,000RT

の冷凍機3台で運転するとすれば,二†り司はl台を15%容量で運転Lなければな

らない｡

と鼓大負荷の総和の比を同時使用率という｡同時イか排平は対

象となる建物群の構成によって経験的な伯が知られており,

ニれに基づいて設備容量を必要妓/J+損にして設備の有効活用

を【¥lっている｡それでも実ド祭には,年間の負荷の変動,1U

の負荷の変動があるため,設備が高負荷で運転されている時

間は細く,低負荷運転される時FHJのほうが珪し､｡例えば,地

J或冷暖房のヌ寸象建物群の巾に,病院とか仕孝三を含む場fナは白

荷の小さい夜間でも冷凍機,ボイラを運転して,冷以,給拐

を行なう必要が生じ,設イ備そ妄左≧の10～20%といった祐一呈l主で運

転を継続する必要がある｡Lたがって,ポイラ,冷凍機共に,

正二範【井lの答呈制御弓寺性が要求されることになる｡図2に地1或

冷暖房の場合の冷子方負荷=の例をホす｡
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エ業技術院自他区

(貴地面積103ha)

8 通商産業省工業技術院筑波研究センターB,C地区

の地‡或冷暖房例

筑波研究一!アニ園部巾の建設は,昭和38年間試で決定され､凹

､ンニの.瓜験研究機関,人′7二など47機関を一袈約した,諸外何にも

例を見ない矧祭的な頗脳都市の建設を目指した旧家的中某で

ある｡その研究芋一句郡市の-･部に,通商凍某省工業技術院8

地区い故地巾相103ha)C地区(敷地血積15ha)があり,このI■Ⅰ■j

地Lさ二1勺に-設置される9機関の研究本館,実験棟,-Jlこ向利用施

設に対しi令‖是J)三役び給i劣を行なう目的で,地域f令暖Jノjシステ

ムが導入された｡二の地域冷暖房システムは,建設省,通商

産業省工業技術院の企何に其づき,株式会社日本設計事務=所

が計画,設計放び監理を川当したものである｡日立製作所と,

パブコリク臼､t株式会社は,日立バブ石堂設共トJ企繋休を組織

して,第一期工事分のボイラ設備,j令イ束機設イ備などを′受注し,

昭手口52年3月に納入就く付を完了Lた｡図3に研究機関の配置

をホすこ.冷熱源方式は,灯油専焼ボイラで発生した蒸ちもで複

水タl-ビンを駆動L,タ【ボ冷i束機を運転する方式である｡

ター｢ボ冷一束機で冷却したj含水を地j戎に供給し,冷房に用いる｡

f且熱源は,ボイラ蒸気で加熱したはL水を供給する方式である｡

表2に熱源設備の主要機器を,図4,5に設イ備の円己置と概略

フローシートを示す｡

表2 熱源設備の主要ヰ幾器 熱源設備主要機器の仕様を示す｡

名 称 仕 様 台数 !備 考

ポ イ ラ 水管式ポイラ=30りhX4】kg/Cm?GX4100cJ2 第二期工事で

30t/hポイラ

と5′000RTタ

-ポノ令凍機が
増言支される予

定である｡

タービン 復水式:2′130kW

タービン駆動ターボ冷凍機:2′500RT,

2

ノ令凍 機 2

12-､-47C フロン 22使用

区分l 建 物 名 称

(身』地 質 調 査 所

啓 電子技術総合研究所

で■喜計 量 研 究 所

:9二)l製品科学研究所

£

F二･

㍍

瓶維高分子材料研究所

東京工業試琴貴所

微生物工業技術研究所

注:[二1が冷囁房対象の建物である

建設省筑波研究学園都市営繕建設

本部発行｢筑波研究学園都市+より

図3 通商産業省エラ菓技術院筑

;皮研究センターB,C地区地域区l

熱)原設備は,エネルギーセンターに設

置されている｡
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れている｡

四

吉岬

∃∃

一斗･凝縮器より

JF冷却塔へ

-■I白一

灯油

一■白■

都市ガス

｢

四

L.

四日

地域冷暖房の熱源設備 461

3.1運転の自動化

本ボイラ設備では,

起動時･停止時の複雑

な弁操作をタイムスケ

ジュール化し,各行程

のチェックポイントを

チェックしながらシーー

ケンシャルに起動して

いく方式を採っている｡

操作弁に自動弁を採用

し,チェ＼ソクポイント

はインターロックとし

て,各行程での所要時

間がi央められた時間よ

り多くかかった場合に

は行程渋ラ常表示を出し,

運転管理名‾が状況チェ

ックした後に次の行程

に進むように構成され

ている｡したがって,

運転管理者が起動ボタ

ンを押せば,ボイラの

起動,昇仕1主蒸気配

管メタルマッチング,

タービンへの蒸気供給

までが全日動で道転可

能である｡図6にボイ

ラの主な自動弁の坪{付

構成を,図7にボイラ

のこ別御盤を示す｡

ー冷却水出口 380c

一‾ 冷却水入口 320c

J-冷水出口 4Cc

寸冷水入口120c
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図5 熱…原設備概略フローシート ボイラで発生した蒸気で復水タwビンを駆動し,冷凍機を運転する

方式である｡
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図6 全自動ボイラの主な自動弁の取付構成 ボイラ起動からター

ビン送気までを全自動で行なうため,空気抜き,過熱器ドレン,主蒸気弁バイ

パスなどに自動弁を取り付けている｡
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図7 ニボイラ機

側制御盤 中

央制御室からの起

動指令で,ボイラ

は全自動運転され

る｡

3.2 低負荷運j転

本ボイラ設備では,ターンダウンレシオ(設備仕様負荷に

対して,どの程度の低負荷で運転できるかの負荷比率)が大

きくとれる電子一望気式制御を採用して,負荷100～10%ま

での自動運転が可能な制御を計画している｡本冷凍機設備で

は,100～10%までの安定した容量制御運転を可能とするた

め,容量30%までは,冷凍機吸込口に設けたベーンコントロ

ール装置で制御し,30～10%の間はホットガスバイパス制御

とLている｡最後に,図8,9にそれぞれ,通商産業省工業
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図8 2′500RT HM-22形ターボ冷凍機 機械室に掘え付けた状態を

示す｡
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図9 30t/h FM106-70形ボイラ 機械室に据え付けた状態を示す｡

技術院筑波研究センターB,C地区地j或冷暖房に納入したj令

i束機放びボイラの外観を示す｡

n 結 言

以上,地域冷暖房の熱源設備の問題点と,その対応を実

際例について述べたが,更に効率の高い自動化の進んだシス

テムへ発展させていかねばならない｡地域冷暖房システムが,

公害問題はもちろん,都市開発問題など,地域社会の発展の

-一環として推進されていくことを期待する｡

投後に,通商産業省工業技術院冷温熱源設備工事に関して,

建設省をはじめ,株式会社日本設計事務所の関係各位から,

椎々有益な御助言をいただいた｡ここに深謝の意を表わす次

第である｡




